
一 

次
の 

 
 

 
の
中
の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
って
、
商
店
街
の
通
り
や
お
店
の
中
の
様
子

を
、
文
章
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
会
話
も
、
想
像
し
て
入
れ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【各
五
点 

教
師
判
定
】 

（例
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（
１
） 

        

（
２
） 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
組 

 
 

 
 

番 

 

小
学
校
六
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

三
学
期 

① 

 

氏 

名 

 

   

漢
字
の
広
場 

５ ／ 

  

て
病
院
で
す
ぐ
に
さ
し
た
。 

と
目
薬
を
出
し
て
も
ら
っ
た
。
早
く
直
し
た
く 

眼
科
の
医
師
に
「
視
力
が
落
ち
て
い
る
か
ら
。
」

と
言
っ
て
い
た
。 

た
お
客
さ
ん
が
「
ど
れ
も
個
性
的
で
い
い
ね
。
」

評
判
の
版
画
家
の
作
品
展
に
行
っ
た
。
見
て
い 

大
き
な
声
で
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
。 

に
行
く
と
、
「
お
い
し
い
お
弁
当
だ
よ
。
」
と 

た
。
ち
ょ
う
ど
半
額
セ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
時
間 

お
弁
当
屋
の
店
員
は
と
て
も
接
客
が
上
手
だ
っ 10 

評
判 

個
性
的 

版
画 

弁
当 

接
客 

半
額 

 

医
師 

 

眼
科 



一 

次
の
意
味
の
漢
字
を 

 
 

 

か
ら
選
び
、
（ 

）に
書
き
ま
し
ょ
う
。<

国
語>

 

【各
一
点
】 

（１
） 

文
章
な
ど
の
要
点
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

要
約 

 
 

 
 

 
 

） 

（２
） 

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
主
要
な
点 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

要
旨 

 
 

 
 

 
 

）  

（３
） 

詩
や
文
章
を
作
る
際
、
字
句
や
表
現
を
何
度
も
練
り
直
す
こ
と 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

推
敲 

 
 

 
 

 
 

）  

（４
） 

あ
る
目
的
を
も
って
、
何
か
事
を
し
よ
う
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

（  

意
図 

 
 

 
 

 
 

）  

二 

次
の
意
味
の
漢
字
を 

 
 

 

か
ら
選
び
、
（ 

）に
書
き
ま
し
ょ
う
。<

社
会>

 

【各
一
点
】 

（１
） 

天
皇
・
皇
帝
の
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

皇
后 

 
 

 
 

 
 

） 

（２
） 

共
通
の
政
治
的
目
的
を
持
つ
者
に
よ
って
組
織
さ
れ
る
政
治
団
体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

政
党 
 

 
 

 
 

 

）  

（３
） 

主
権
者
が
、
領
土
・
人
民
を
治
め
る
こ
と
。
ま
つ
り
ご
と
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

政
治 

 
 

 
 

 
 

）  

二 

次
の
意
味
の
漢
字
を 

 
 

 

か
ら
選
び
、
（ 

）に
書
き
ま
し
ょ
う
。<

算
数>

 

【各
一
点
】 

（１
） 

あ
る
量
を
も
と
に
し
て
，
他
方
の
量
が
そ
の
何
倍
に
あ
た
る
か
を
表
し
た
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

割
合 

 
 

 
 

 
 

） 

（２
） 

線
で
囲
ま
れ
た
平
面
の
一
部
分
の
広
さ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

面
積 

 
 

 
 

 
 

）  

（３
） 

立
体
が
占
め
る
空
間
の
大
き
さ
の
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

（  

体
積 

 
 

 
 

 
 

）  
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使
え
る
言
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に
す
る
た
め
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10 

推
敲こ

う

要
約

意
図

要
旨

政
治

皇
后

政
党

面
積

割
合

体
積



一 

小
学
六
年
生
の
太
郎
く
ん
は
卒
業
式
を
む
か
え
ま
し
た
。
太
郎
く
ん
の
様
子
に
つ
い
て
、 

 
 

 

の
中
の
言
葉
を
一
回
ず
つ
全
部
使
って
、
（１
）の
文
章
の
続
き
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【各
五
点 

教
師
判
定
】 

（１
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

太
郎
く
ん
は
講
堂
で
、
恩
師
や
在
校
生
に
見
守
ら
れ
、
校 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
年
間
で
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

験
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（２
）  

小
学
校
で
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
ん
な
で
団
結
し
た
運
動
会
が
あ
り
ま
す
。
団
員
の
総
力
を
結
集
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
競
技
や
応
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
太
郎
く
ん
の
団
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

圧
勝
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（３
）  

卒
業
式
が
終
わ
り
、
体
育
館
を
出
た
太
郎
く
ん
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

見
慣
れ
た
校
舎
を
改
め
て
見
ま
し
た
。
在
校
生
が
心
を
こ
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
見
送
って
く
れ
ま
し
た
。
大
志
を
胸
に
校
門
を
出
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桜
が
さ
く
こ
ろ
に
は
、
中
学
生
で
す
。 
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在
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大
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運
動
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団
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総
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講
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経
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恩
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